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法
務
局
と
行
橋
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
体

罰
、
離
婚
問
題
、
相
続
、
登
記
な
ど

の
法
律
上
の
問
題
、
そ
の
他
ど
の
よ

う
な
内
容
の
相
談
で
も
結
構
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
き

は
必
要
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
　
な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

各
市
町
村
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

法
務
局
行
橋
支
局
（
　
０
９
３
０
・

２
２
・
０
４
７
６
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
　
時
　
８
月
　
日

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

▼
場
　
所
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

　
　
　
　
　
３
階
研
修
室

▼
相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
吉
富
町

　
　
　
　
　
・
新
吉
富
村
・
大
平
村

　
　
　
　
　
の
人
権
擁
護
委
員

　
来
る
九
月
十
日
は
、
第
四
十
四
回

「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

　
そ
こ
で
日
本
下
水
道
協
会
で
は
、

下
水
道
に
関
し
て
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
下
水
道

ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
す
ご
く
簡
単

で
す
。
（
た
ぶ
ん
下
水
道
で
は
…
）

　
応
募
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
を
役
場
玄
関
側
階
段
横
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
棚
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
取
り
下
さ
い
。

　
ち
な
み
に
賞
品
は
、

「
下
水
道
賞
」
と
し
て

　
図
書
券
（
五
千
円
分
）
を
五
十
名

様
に
抽
選
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
応
募
の
締
め
切
り
は
平
成
十
六
年

九
月
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
応
募
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

《
特
設
人
権
相
談
所
》

2010

（金）

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

クイズに

チャレンジ！

皆
さ
ん
下
水
道
ク
イ
ズ
に

応
募
し
ま
せ
ん
か
！

氏　　名 住　所・電　話　番　号

小 田 健 志
〒871-0802 吉富町大字小犬丸181-1（小犬丸下）

０９７９‐２３‐２７９３

和 才 直 俊
〒871-0821 吉富町大字幸子734-1（幸子上）

０９７９‐２２‐６８２０

野 依 　 環
〒871-0811 吉富町大字広津790（和井田）

０９７９‐２２‐６３６６

仲宗根　　稔
〒871-0823 吉富町大字別府620-6（今吉）

０９７９‐２５‐１８３８

向 井 正 之
〒871-0914 新吉富村大字宇野1083-2

０９７９‐７２‐３７９５

緒 方 武 雄
〒871-0904 新吉富村大字安雲366

０９７９‐７２‐３６７５

石 川 信 哉
〒871-0921 大平村大字土佐井1178

０９７９‐７２‐２２１０

宮 　 俊 幸
〒871-0924 大平村大字上唐原1938-3

０９７９‐２２‐３９５０

《吉富町・新吉富村・大平村の人権擁護委員》

第26回吉富町文化祭のお知らせ

■主催�　吉富町文化協会�     
■期日　�11月６日（土）、７日（日）�
■問い合わせ先
　　　　吉富町教育委員会内吉富町文化協会事務局
 　　　　　０９７９－２２－１９４４�

◇出品の申し込み等詳細につきましては、９月号の広報でお知らせし
　ます。

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

吉富町文化協会
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８
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
４

期
分
と
町
県
民
税
第
２
期
分
の
納
期

で
す
。
町
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
も

生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

８
月
は
国
民
健
康
保
険
税

町
県
民
税
の
納
期
で
す

統計調査にご協力をお願いします！統計調査にご協力をお願いします！
　本年の９月から11月までの３ヶ月間にわたり、平成16年全国

消費実態調査が全国規模で実施されます。この調査は、全国の

すべての世帯から統計的な方法に基づいて選定された、２人以

上の世帯員からなる世帯と単身の世帯において、主に家計簿を

つけていただく調査で、国民の生活実態を家計の所得・消費・

資産の３面から総合的に把握するために行われます。

　吉富町内では、幸子上区・今吉上区・小犬丸下区・喜連島上

区付近が調査対象区になっています。調査員が７月から８月に

かけて皆様のお宅へ伺いますので、調査にご協力くださるようお願いします。

　なお、調査された事柄を、統計を作成する目的以外に使用することは、「統計法」

という法律により固く禁じられていますので、どうぞ安心してありのままをお答えく

ださるようお願いします。

■お問い合わせ　吉富町役場　総務課　　２４-１１２２

お盆前後のし尿収集業務予定
お盆前後の収集業務は以下の通りとなりましたので、

お知らせいたします。

お盆前の申し込み受付は８月９日（月）まで

　　　電話/83‐2634　　ＦＡＸ/82‐3749

業務時間外は留守番電話での受付もしております。

7日（土）

8日（日）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

午前中

休業

平常業務

　〃

　〃

午前中

13日（金）

14日（土）

15日（日）

16日（月）

17日（火）

休業

休業

休業

休業

より平常業務

平成16年8月

}
お
盆
休
み

豊前清掃社

　個人事業税は、県内で事業を行っている個人に課税される県税です。

一期分８月末、二期分11月末の２回に分けて納めることになっています。

一期分の納期は、８月16日から８月31日までとなっています。納期内納付をお願いします。

　なお、個人事業税の納税には、あなたが指定した金融機関の預金口座から、納期限（定期賦課分）に自動

的に振り替える便利で安全な口座振替制度があります。

■問い合わせ先…福岡県行橋県税事務所　課税係　　0930‐23‐2217

8月は個人事業税の納期です



4

　
季
夏
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
こ
と

　
こ
の
度
、
中
家
町
長
並
び
に
町
議

会
の
ご
推
薦
と
ご
同
意
を
戴
き
、
七

月
一
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
引
き
続

き
収
入
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
ま
く

環
境
は
、
地
方
分
権
は
も
と
よ
り
、

市
町
村
合
併
、
三
位
一
体
の
改
革
等
々

大
き
く
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
下
の
情
勢
を
踏
ま
え
収
入
役
の
職

責
を
精
一
杯
遂
行
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

吉
富
町
収
入
役

矢 

頭  

義 

信

▽　第13回築上東部三町村合併協議会　
　　平成16年６月25日（金）午後１時30分から
　　〈新吉富村げんきの杜　研修室〉

　小委員会報告
　１．報告第８号　「合併時における三町村議会議員の定数及
　　　　　　　　び任期」並びに「農業委員会の在任特例適用
　　　　　　　　後の選挙による委員の定数」について
　２.新町建設計画素案の策定について（中間報告）

　議　事
　●協議第61号　行政区の取扱いについて
　●協議第62号　公共的団体等の取扱いについて
　●協議第63号　各種団体への補助金、交付金等の取扱いに
　　　　　　　　 ついて

▽　第14回築上東部三町村合併協議会　
　　平成16年７月８日（木）午後１時30分から
　　〈大平村役場２階　会議室〉

　小委員会報告
　１．報告第９号　財産の取扱いについて
　２.報告第10号　新町建設計画素案の策定について

　議　事
　●協議第64号　議会の議員の定数及び任期の取扱いにつ  
　　　　　　　　 いて
　●協議第65号　農業委員会の委員の定数及び任期の取扱　
　　　　　　　 いについて
　●協議第66号　使用料、手数料等の取扱いについて

《次回開催予定》
　●日　時　平成16年７月22日（木）　午後１時30分
　●会　場　吉富フォーユー会館２階　研修室１・２

　次回協議項目
　　１．協議第67号　財産の取扱いについて
　　２．協議第68号　新町建設計画の素案について
　　３．協議第69号　新町の名称の選定方法について

築上東部三町村合併協議会協議内容
第13回研究会
　平成16年６月22日（火）午後１時30分から　
　〈役場２階委員会室〉

　●首長・議長協議の状況について
　●議会議員の定数及び任期の取扱い小委員会報告
　●新町建設計画策定小委員会報告
　●協議第61号　行政区の取扱いについて検討
　●協議第62号　公共的団体等の取扱いについて検討
　●協議第63号　各種団体への補助金、交付金等の取扱いについ
　　　　　　　　 て検討

第14回研究会
　平成16年７月５日（月）午前10時から　
　〈役場２階委員会室〉

　●新町建設計画策定小委員会報告
　●協議第64号　議会の議員の定数及び任期の取扱いについて　
　　　　　　　 検討
　●協議第65号　農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いに　
　　　　　　　 ついて検討
　●協議第66号　使用料、手数料等の取扱いについて検討

※協議会で協議された内容や合併に関する詳細は、閲覧場所や合
　併協議会だよりでお知らせしています。

吉富町合併研究会協議内容

　
水
は
あ
っ
て
当
た
り
前
…

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資

源
で
す
。
つ
い
ム
ダ
づ
か
い

し
て
し
ま
い
が
ち
な
水
の
使

い
方
を
見
直
し
、
必
要
な
分

だ
け
大
切
に
使
う
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う

8月1日
　　　水の日
8月1日～7日
　　水の週間

８
月
10
日
は

 
 

「
道
の
日
」
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国民年金のお知らせ
学生さんには国民年金保険料の学生納付特例制度があります。

この制度は『「国民年金保険料学生納付特例申請書」で申請をし承認され

ると、20歳以上の学生については、国民年金保険料納付が卒業まで猶予さ

れ、10年以内に追納ができる』というものです。

ただし、毎年度申請が必要です。学生納付特例は、学生の期間保険料の納

付が猶予される制度で免除期間ではありません。

適用基準

◎対象となる学生の範囲は、20歳以上の
昼間部・夜間部・定時制課程及び通信
制課程に在学する学生です。学校によ
って該当しない場合もあります。
◎学生本人の前年取得が68万円（扶養親
族等のいない場合、給与収入で133万円）
以下の場合。
しかし、以下の点に注意が必要です。

1） この期間は受給資格期間には含まれますが、老齢基礎年金額には反映されません。

2） この期間から10年以内は追納することができます。追納することで将来受け取る老齢

　 基礎年金額を満額に近づけることができます。

3） この期間中の障害事故については、障害の程度に応じ障害基礎年金が満額支給されます。

詳しくは役場住民課の国民年金係（　24‐1124）までお問い合わせ下さい。

追納は、学生納付特例を承認された年度から2年度を経過すると加算金が付きます。

追納しない場合は、老齢基礎年金の額に反映しない期間となりますので、早めに追納

されることをお勧めします。

《お知らせ》既に平成16年度の国民年金保険料免除申請をされた方へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年7月～平成17年6月）

　昨年度の国民年金の免除を申請された方全員に社会保険事務所から保険料の免除申請のお知
らせが出されています。
　既に平成16年度の国民年金保険料免除申請を6月以降窓口にて申請された方につきましては、
行き違いとなりますので、再度の申請は不要です。なお、免除の可否の審査決定は、９月以降とな
る見込みです。

■　翌４月以降も学生の場合は、引き続き「学生納付特例」の手続が必要です。
　　４月・５月の早めの届出が有利です。
　　　　　　　　　　　　（届出が遅れた場合、申請月の前月からとなります。）

届出には、年金手帳・認印・学生証を持参し、住所地の市区町村役場国民年金
係で手続をお願いします。
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※
　
吉
富
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

　
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
の
準
則
の
改
正
に
伴
い
、
町
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。
退
職
消
防
団
員
に
対
し
て
支

給
す
る
退
職
報
償
金
の
額
を
、
国
の

基
準
に
合
わ
せ
改
定
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
収
入
役
の
選
任

　
矢
頭
義
信
収
入
役
の
任
期
が
六
月

三
十
日
に
て
満
了
す
る
た
め
、
同
氏

を
再
度
、
収
入
役
に
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
意
）

※
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

３
名
の
内
寺
岡
正
好
氏
が
平
成
16
年

６
月
23
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
た
め
の
選
任
で
す
。

　
本
町
広
津
在
住
の
寺
岡
正
好
氏
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
意
）

※
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
皇
后
石

　
社
宅
跡
地
等
）

　
吉
富
町
大
字
広
津
一
三
三
六
番
地

一
の
皇
后
石
社
宅
跡
地
の
土
地
二
万

四
千
六
百
二
十
五
・
三
五
平
方
メ
ー

ト
ル
並
び
に
同
地
内
に
建
っ
て
お
り

ま
す
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
屋
建
二
百

七
十
九
・
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建

物
を
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
㈱
代
表

取
締
役
社
長
小
堀
暉
男
氏
と
売
買
契

約
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
平
成
十
五
年
度
吉
富
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
一
部
（
一

億
四
千
九
十
万
二
千
円
）
を
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
予
算
を
執
行
す
る
旨

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
　
吉
富
町
水
道
事
業
会
計
予
算
の

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
一
部
（
三

百
九
十
七
万
一
千
円
）
を
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
予
算
を
執
行
す
る
旨
繰

越
計
算
書
に
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
※
　
平
成
十
五
年
度
の
吉
富
町
土
地

開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
七
千
四
百
三

十
八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
億

六
千
七
百
七
万
三
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

※
　
老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
五

万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
億
一
千
九
百

六
十
九
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

※
　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
二
十
二
万
一
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三

億
七
千
四
百
二
十
七
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

※
　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
収
益
的

収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
三
十
四
万
六
千
円
を
追
加
し
、
収

益
的
収
入
及
び
支
出
の
総
額
を
一
億

五
千
二
百
二
十
八
万
七
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
（
全
補
正
予
算
と
も
可
決
）

　
福
岡
県
警
銃
器
対
策
課
に
関
す
る

裏
金
疑
惑
の
徹
底
解
明
を
求
め
る
請

願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

　
福
岡
県
警
銃
器
対
策
課
に
関
す
る

裏
金
疑
惑
の
徹
底
解
明
を
求
め
る
意

見
書
　
可
決
し
、
麻
生
福
岡
県
知
事
及
び

井
本
福
岡
県
議
会
議
長
に
送
付
し
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
、
次
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
雇
用
、
不
況
対
策

　
①
住
宅
改
修
助
成
制
度
の
実
施
に

　
　
つ
い
て

　
②
ア
サ
リ
、
海
苔
不
漁
と
い
う
現

　
　
状
の
中
で
の
対
策
に
つ
い
て

◆
教
育
問
題
に
つ
い
て

　
①
議
会
が
趣
旨
採
択
し
た
「
30
人

　
　
以
下
学
級
を
求
め
る
請
願
」
を

　
　
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

◆
東
部
三
ヶ
町
村
法
定
合
併
協
議
会

　
は
小
中
学
校
の
給
食
に
関
し
て
合

　
併
後
に
セ
ン
タ
ー
化
も
含
め
て
検

　
討
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

　
て

そ
の
他
の
議

案

一
部
を
改
正
し
た
条
例

報
　
告
　
事
　
項

人
　
事
　
案
　
件

補
　
正
　
予
　
算

意
　
　
見
　
　
書

一
　
般
　
質
　
問

請
　
　
　
　
　
願

　第２回定例会は、６月10日から24日までの15日間の会期で開催されました。
　町長から、条例の制定など八議案の提出と三件の報告がありました。

６月定例議会報告６月定例議会報告６月定例議会報告



7

　
①
教
育
の
一
環
と
し
て
の
給
食
、

　
　
又
子
供
に
と
っ
て
の
給
食
の
あ

　
　
り
方
に
つ
い
て

　
②
職
員
体
制
に
つ
い
て

◆
東
部
三
ヶ
町
村
合
併
に
関
し
て
充

　
分
な
情
報
の
公
開
、
説
明
責
任
、

　
住
民
投
票
に
つ
い
て
の
方
針
と
計

　
画
に
つ
い
て

◆
子
供
達
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

　
①
学
力
向
上
プ
ラ
ン
に
お
け
る
標

　
　
準
学
力
検
査
結
果
に
つ
い
て

　
②
改
正
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

　
　
習
熟
度
別
学
習
へ
の
対
応
に
つ

　
　
い
て

　
③
習
熟
度
別
学
習
で
の
Ｌ
Ｄ
、
Ａ

　
　
Ｄ
、
Ｈ
Ｄ
児
へ
の
対
応
に
つ
い

　
　
て

　
④
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
症
候
群
に
つ

　
　
い
て

　
⑤
次
世
代
育
成
地
域
行
動
計
画
の

　
　
策
定
に
つ
い
て

　
⑥
知
育
、
徳
育
、
体
育
、
食
育
の

　
　
中
で
食
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ

　
　
い
て

◆
環
境
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

　
①
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
（
ペ
ッ

　
　
ト
ボ
ト
ル
）
に
つ
い
て

◆
平
成
十
七
年
度
三
月
の
三
ヶ
町
村

　
の
合
併
に
つ
い
て

　
（
合
併
関
連
三
法
に
お
い
て
）

　
①
地
域
自
治
区
の
創
設
に
つ
い
て

　
②
合
併
推
進
の
た
め
の
国
、
県
の

　
　
財
政
支
援
措
置
に
つ
い
て

　
（
合
併
市
町
村
補
助
金
、
福
岡
県

　
　
市
町
村
合
併
推
進
特
例
交
付
金
、

　
　
特
別
交
付
税
措
置
）

　
③
電
算
シ
ス
テ
ム
統
一
に
つ
い
て

◆
吉
富
町
道
路
整
備
計
画
の
実
施
に

　
つ
い
て

　
①
吉
富
町
道
路
整
備
計
画
報
告
書

　
　
が
完
成
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に

　
　
よ
っ
て
今
後
の
整
備
に
向
け
て

　
　
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
早
期
の
実
施
計
画
が
必
要
で
あ
る

　
た
め
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

◆
皇
后
石
社
宅
跡
地
の
利
用
計
画
に

　
つ
い
て

　
①
早
期
の
実
施
計
画
策
定
に
向
け

　
　
て
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
入
れ

　
　
て
の
専
門
部
会
を
つ
く
る
べ
き

　
　
と
思
う
が
町
長
の
考
え
を
尋
ね

　
　
る
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
①
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り

　
事
業
に
つ
い
て

◆
小
学
校
改
修
工
事
に
つ
い
て

　
①
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
現
状
と
課

　
　
題
に
つ
い
て
（
特
に
洋
式
ト
イ

　
　
レ
の
設
置
に
つ
い
て
等
）

◆
防
火
対
策
支
援
に
つ
い
て

　
①
消
火
栓
横
の
格
納
庫
に
つ
い
て

　
（
主
に
構
造
等
に
つ
い
て
）

　
会
期
を
五
月
二
十
一
日
の
一
日
間

と
し
、
左
記
の
と
お
り
町
長
か
ら
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
吉
富
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）
、

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
）
、
平
成
十
六
年
度
吉

富
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

平
成
十
六
年
度
吉
富
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

の
四
議
案
の
提
出
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
て
（
吉
富
町
税
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
）

　
地
方
税
法
及
び
国
有
財
産
等
所
在

市
町
村
交
付
金
及
び
納
付
金
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

　
次
の
定
例
議
会
の
開
催
は
、
九
月

に
な
り
ま
す
。
請
願
・
陳
情
等
が
あ

三
月
二
十
六
日
国
会
で
可
決
成
立
し

三
月
三
十
一
日
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
税
条
例
の
一
部
改
正
を
三
月
三

十
一
日
付
け
で
制
定
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
住
民
税
に
関

す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
（
承
認
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
て
（
吉
富
町
国
民
健
康
保

　
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

　
前
の
専
決
処
分
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
と
同
様
に
国
の
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
吉
富
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
を
三
月
三
十
一

日
付
け
で
制
定
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
長
期
譲
渡
所

得
並
び
に
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課

税
の
特
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

れ
ば
、
八
月
末
ま
で
に
、
議
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
吉
富
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

※
　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
歳
出
予

　
算
に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
百
六
十

　
八
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

　
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

　
ぞ
れ
二
十
六
億
九
千
二
百
六
十
八

　
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
皇
后
石
社
宅
跡
地

　
に
体
育
館
を
含
む
社
会
教
育
施
設

　
の
建
設
用
地
と
し
て
用
地
買
収
す

　
る
た
め
の
予
算
計
上
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で

　
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

　
八
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

　
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

　
ぞ
れ
三
億
七
千
四
百
四
万
九
千
円

　
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

補
　
正
　
予
　
算

次

回

予

告

第
一
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
一
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
一
回
臨
時
町
議
会
報
告
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　九州大学と福岡県地域福祉財団では、「少子高齢社会の次世代型地域福祉をめざ
して」をテーマに大学公開講座を開きます。

▽時　　間　　午後２時から４時

▽会　　場　　クローバープラザ５階研修室

▽定　　員　　100名程度

▽テキスト代　1,000円（全回分）

▽申込方法　　往復はがき又はメールに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入し、財団振興課まで申し込む

▽締め切り　　８月21日（土）

▽問い合わせ先　（財）福岡県地域福祉財団　振興課「九州大学公開講座」係
　　〒816-0804　春日市原町3-1-7　TEL092-582-2396　Email：k2＠fp-kikin.or.jpまで

九州大学公開講座の受講者を募集します九州大学公開講座の受講者を募集します

回 日程 講義主題 講師名

開講式　オリエンテーション 財団法人福岡県地域福祉財団
1 8/28（土）

東アジアのアクティブ・エイジング社会
九州大学大学院人間環境学研究院
教授　小川全夫

ユニバーサル・デザインの地域福祉2 9/4（土）
株式会社大貝環境計画研究所
所長　大貝知子

次世代育成支援対策と地域福祉3 9/11（土）
北海道大学大学院文学研究科
教授　金子　勇

企業の社会貢献と地域福祉4 9/18（土） 山口大学　教授　小谷典子

子育てと地域社会5 9/25（土） 福岡県立大学社会学科　教授　田代英美

子どもの「心の健康」と地域福祉6 10/2（土）
福岡県人権啓発情報センター
館長　安藤延男

福祉ＮＰＯの地域福祉
7 10/9（土）

九州大学大学院人間環境学研究院
助教授　安立清史

閉講式 財団法人福岡県地域福祉財団

視察研修8 未定

　今秋開催する「とびうめ国文祭」総合フェスティバルの入場申込を受け付けています。

　◆開会式・オープニングフェスティバル：

　　●10月30日（土）16：30～19：00《福岡市・マリンメッセ福岡》　●総合演出/横内謙介（劇作家・演出家）

　◆古今東西まんさい大狂言祭：

　　●11月６日（土）15：00～16：30《太宰府市・大宰府政庁跡》　　●出　演/野村萬斎

　◆閉会式・グランドフィナーレ：

　　●11月14日（日）15：30～18：30《北九州市・北九州芸術劇場》　　●総合演出/横内謙介（劇作家・演出家）

　いずれもハガキによるお申込のみ。申込多数の場合は抽選。

　申込締切：開・閉会式は８月31日（火）、大狂言祭は８月20日（金）【当日必着】

　入場申込に関する問合せ先：０９２-７１５-９０３５（平日10：00～18：00）

「とびうめ国文祭」総合フェスティバル入場申込受付中
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　厚生労働省では創業を支援する制度として、地域に貢献する事業を行う法人を設立し、３人以上（うち１

人以上は非自発的離職者）常用雇用した場合に、新規創業に係る経費及び労働者の雇入れについて支援する

地域雇用受皿事業特別奨励金を実施しています。

　なお、地域雇用受皿事業特別奨励金につきましては、本年４月１日から次のとおり支給要件の一部を緩和

しております。

【主な見直しの内容】

　見直し前：・65歳未満の非自発的離職者を常用労働者又は短時間労働者として３人以上（うち１人以上　

　　　　　　は常用労働者）雇入れ（うち１人以上は30歳以上の雇用調整方針対象者又は再就職援助計　　

　　　　　画対象者）

　　　　　　・支給額の上限：500万円（雇い入れ人数が３人または４人の場合は300万円）

　見直し後：・65歳未満の者を常用労働者又は短時間労働者として３人以上（うち１人以上は常用労働者）

　　　　　　　雇入れ（うち１人以上は非自発的離職者）

　　　　　　・支給額の上限：350～500万円（※）。ただし３人または４人の雇入れの場合は150～　　　　

　　　　　    300万円（※）

　　　　　　（※）非自発的離職者等の雇入れ状況に応じ、上限額が異なります。

　　また、その他の創業支援として、雇用保険の受給資格者自らが創業し、創業後１年以内に雇用保険の適

　用事業主となった場合に創業に要した費用の一部を助成する受給資格者創業支援助成金、45歳以上の高　

年齢者等３人以上が共同して事業を開始（法人設立）し、高年齢者等を雇い入れて継続的な雇用・就業機　

会を創出した場合に事業の開始に要した費用の一部を助成する高年齢者等共同就業機会創出助成金も併せ　

て実施しています。

　　その他必要な要件等、詳しくは

　　　○　厚生労働省ホームページ「創業支援制度」

　　　　　http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/sougyou/index.html

　　をご覧ください。

〔問い合わせ先〕　福岡労働局職業安定部職業対策課雇用開発係（　092-434-9806）

地域雇用受皿事業特別奨励金のお知らせ地域雇用受皿事業特別奨励金のお知らせ

�

労働関係の悩み相談してみませんか!
解雇　配置転換　賃下げ　セクハラ　いじめ…�etc.
　福岡労働局では「総合労働相談コーナー」を設置し専門の相談員が勤労者、事業主の方からの労働
問題に関する相談に応じています。昨年度は、県下で１万6000人の方々にご利用いただきました。秘
密は厳守します。遠慮なくご相談ください。

相談コーナー 電話番号・FAX番号 相談コーナー 電話番号・FAX番号

北九州西相談コーナー TEL 093-622-6550
FAX 093-622-6555
（若松分庁舎内）
TEL 093-771-2151
FAX 093-771-2152

北九州市八幡西区岸の
浦1-5-10

北九州東相談コーナー

TEL 093-561-0881
FAX 093-561-1197

北九州市小倉北区大手
町13-26

個別労働関係紛争の未然防止・迅速な解決に、本制度をお役立てください。

■相談日：月曜日～金曜日（祝祭日除く）　　■相談時間：午前９時～午後４時30分

↓
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六
月
六
日
（日）
に
芦
屋
町
で
開
催
さ

れ
た
「
ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
」
全
日
本
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
福
岡
県
大

会
北
部
地
区
予
選
で
、
吉
富
町
か
ら

出
場
し
た
吉
富
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
が
ベ
ス
ト
６
に
入
賞
し
、

六
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
福
岡

県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
吉
富
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
五
年
生
以
下
の
選
手
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
な
が
ら
、
六
年
生
中

心
の
強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
堂
々
と

渡
り
合
っ
て
の
県
大
会
出
場
で
し
た
。

　
県
大
会
は
、
県
内
百
八
十
を
超
え

る
チ
ー
ム
の
中
か
ら
各
地
区
を
勝
ち

抜
い
た
四
十
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
か
け
て
争
う
大
会
で
、

吉
富
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
は
今
回
の
出
場
で
「
五
年
連
続
県

大
会
出
場
」
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

　
吉
富
町
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
吉

富
町
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
提
出

さ
れ
た
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教

育
長
及
び
町
議
員
の
資
産
報
告
書
（
本

人
、
配
偶
者
、
扶
養
親
族
及
び
同
居

の
親
族
の
報
告
書
）
の
内
容
を
審
査

し
、
七
月
二
十
日
に
横
川
政
敏
会
長

が
中
家
町
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　
こ
の
意
見
書
及
び
資
産
等
報
告
書

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期
満
了
の
日
ま

で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
よ
し
と
み
憩
い
の
や
か
た
で
六
月

十
三
日
、
吉
富
町
寿
会
連
合
会
（
横

川
政
敏
会
長
）
主
催
の
「
第
三
回
吉

富
町
寿
会
連
合
会
囲
碁
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
Ａ
　
級
》

　
①
小
田
建
志
　
②
矢
野
光
夫

　
③
宇
佐
米
市

《
Ｂ
　
級
》

　
①
礒
田
照
明
　
②
矢
田
琢
夫

　
③
小
嶋
　
清

《
Ｃ
　
級
》

　
①
中
野
市
夫
　
②
後
藤
　
勲

　
③
永
松
俊
雄

平
成
16
年
度
吉
富
町
政
治
倫
理
審
査
会

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

寿
会
囲
碁
大
会

わがまち・ふるさと
トピックス
わがまち・ふるさと
トピックス5年連続で県大会に出場!!5年連続で県大会に出場!!5年連続で県大会に出場!!

吉富ジュニアバレーボールクラブ

吉
富
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち

▼

　吉富ジュニアバレーボールクラブでは、現在部員を募集しています。

「明るく・楽しく・元気よく」をモットーに、いっしょにバレーをし

ませんか!?

（お問い合わせは、教育委員会まで　　22‐1944）

部員を募集しています!

意
見
書
を
提
出
す
る
横
川
会
長

▼

各
ク
ラ
ス
１
位
の
皆
さ
ん

▼
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名
君
と
し
て
慕
わ
れ
た
中
津
小
笠

原
初
代
領
主
、
小
笠
原
長
次
公
を
し

の
ぶ
「
第
三
百
三
十
九
回
忌
墓
前
祭
」

が
長
次
公
の
命
日
の
五
月
二
十
九
日
、

天
仲
寺
山
頂
の
墓
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
墓
前
祭
は
、
主
催
す
る
吉
富
町
文

化
財
協
議
会
（
守
口
眞
喜
男
会
長
）

の
会
員
た
ち
約
六
十
人
が
参
加
し
て
、

焼
香
、
献
花
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吉
冨
詩
吟
同
好
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
献
吟
、
吉
富
少
年
剣
道
教

室
の
指
導
者
と
生
徒
に
よ
る
日
本
剣

道
形
の
披
露
も
行
わ
れ
、
名
君
を
し

の
び
ま
し
た
。

　
玄
光
院
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
六

月
一
日
に
吉
富
町
体
育
協
会
（
花
畑

昭
一
郎
会
長
）
主
催
の
「
第
四
十
六

回
吉
富
町
民
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
、
六
月
二
十
六
日
に
は
吉
富

町
寿
会
連
合
会
（
横
川
政
敏
会
長
）

主
催
の
「
第
三
十
二
回
吉
富
町
寿
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
大
会
と
も
に
、
吉
富
ス
ポ
ー
ツ

キ
ッ
ズ
の
児
童
た
ち
も
参
加
し
、
各

チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
元
気
に
プ
レ

ー
し
ま
し
た
。

　
各
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

《
町
民
親
善
大
会
》

　
優
　
勝
　
　
直
江
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
　
池
下
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
　
高
浜
チ
ー
ム

《
寿
会
大
会
》

　
優
　
勝
　
　
小
犬
丸
下
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
　
高
浜
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
　
直
江
チ
ー
ム

第
46
回
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
32
回
寿
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
本
剣
道
形
を
披
露

▼

親
善
大
会
優
勝
の
直
江

▼

親
善
大
会
準
優
勝
の
池
下

▼

▼
▼

マ
ー
ク
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
さ
ん

▼ 名
君
し
の
び
墓
前
祭

　ハイディ・チュンさんの後任の、新しい
吉富町国際交流員が決定しましたので、紹
介します。

●氏　　名　Mark　Baldwin
　　　　　　（マーク・ボールドウィン）

●出　　身　英国　ヒアフォードシャー州
　　　　　　レムスター

●生年月日　1981年８月３日（23歳）

●専　　攻　　日本語

新
し
い
国
際
交
流
員
が
決
定
し
ま
し
た
!!

寿
会
大
会
優
勝
の
小
犬
丸
下

寿
会
大
会
準
優
勝
の
高
浜

　吉富町は、過去５年間の交通事故死者数が少なく、

また、交通事故防止のための活動を積極的に推進した

功績が認められ、平成16年７月12日付けで福岡県知事

より平成16年度福岡県交通安全推進市区町村表彰の優

秀賞を受賞しました。

吉富町が福岡県交通安全推進
市区町村表彰の優秀賞を受賞
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吉
富
町
体
育
館
で
六
月
二
十
日
、

吉
富
町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
十
四

回
吉
富
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
、

女
性
の
部
で
は
、
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｙ
チ
ー

ム
が
優
勝
、
小
学
生
の
部
で
は
、
サ

ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
女
性
の
部
》

　
優
　
勝
　
　
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｙ

　
準
優
勝
　
　
Ｙ
Ｉ
Ｃ

　
三
　
位
　
　
も
み
じ
Ａ

《
小
学
生
の
部
》

　
優
　
勝
　
　
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト

　
準
優
勝
　
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ル

　
三
　
位
　
　
レ
ア
ル
マ
ド
リ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｕ
１
２

　
六
月
六
日
に
大
分
県
日
出
町
の
日

出
町
営
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第

九
回
日
出
町
交
流
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大

会
」
（
日
出
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

主
催
）
で
、
吉
富
町
か
ら
参
加
し
た

吉
富
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ
が
、
男

女
混
合
の
部
・
Ａ
グ
ル
ー
プ
優
勝
し

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
計
二
十
六
チ
ー
ム
が
参

加
。
男
女
混
合
の
部
に
は
十
四
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
14
回
　
吉
富
町

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
出
町
交
流
大
会

吉
富
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ
が
優
勝

小
学
生
の
部
・
優
勝
チ
ー
ム

▼

女
性
の
部
・
優
勝
チ
ー
ム

▼

優
勝
し
た
四
人
の
選
手
た
ち

▼

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
　
時
　
分
）

豊
前
市

日
曜
日

祝
　
日

荒
　
堀

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

８
・
13

下
池
永

中

津

市

民

病

院

８
・
14

幸
　
子

佐
本
外
科
整
形
外
科
医
院

８
・
14

栄
　
町

久

持

ク

リ

ニ

ッ

ク

８
・
15

八
　
屋

八

屋

第

一

診

療

所

〃

古
博
多
町

米

光

医

院

〃

殿
　
町

南

外

科

８
・
22

八
　
屋

渡

辺

整

形

外

科

〃

湯
　
屋

賀

来

内

科

循

環

器

科

〃

豊
田
町

大

堀

ク

リ

ニ

ッ

ク

８
・
29

赤
　
熊

小

林

整

形

外

科

医

院

〃

中
殿
町

加

来

小

児

科

〃

植
　
野

田

中

医

院

〃

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

〃

上
宮
永

小

路

内

科

８
・
8

八
　
屋

江

本

ク

リ

ニ

ッ

ク

17

30

　吉富町体育館と吉富町小学校体育館で６月27日、吉富イン
ディアカクラブ主催（代表：中家立雄）による「第３回吉富町
さつき杯インディアカ大会」が開催されました。
　大会には、福岡県各地を始め全国レベルの山口県からも強
豪チームが参加（女子14、男子12の計26チーム）。吉富インデ
ィアカクラブからは、女子の部で参加しましたが、惜敗しま
した。なお、優勝は男女ともに山口県のチームでした。
　なお、吉富インディアカクラブでは、部員を募集しています。
　連絡先：吉富町教育委員会　中家まで　　２２－１９４４

第３回吉富町「さつき杯」
インディアカ大会
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　劇団｛ぱぺっと・ワンぴいす｝による楽しい人形劇の公演
を開催します。
　親子で一緒にわくわく・ドキドキしながら、人形劇を楽
しんでください。入場料は無料で、公演の内容は下記のと
おりです。
　ご来場お待ちしています！

　●主　　　催　吉富町教育委員会

　●日　　　時　８月27日（金）午前11時から（約１時間）

　●会　　　場　吉富あいあいセンター（ＪＲ吉富駅前）
　　　
　●プログラム　①人形劇　「ばけくらべ」
　　　　　　　　②パネルシアター「カラスとキツネ」
　　　　　　　　③ミュージックブラックパネル
　　　　　　　　　　　　　　　　「かえるのがっしょう」
　　　　　　　　④ともだちになるために

　●対　象　者　町内在住の幼児とその保護者

《問い合わせ先》
　　吉富町教育委員会　教務課　　２２－１９４４

親子ふれあい人形劇のお知らせ

　吉富町青少年育成町民会議では、家庭での語ら

いのきっかけづくりのため、「家庭のふれあい映画

鑑賞会」を実施します。家族でお誘い合せのうえ、

お越しください。

上映作品：ファインディング・ニモ

　　日　時：平成16年８月22日（日）

　　　　　　午後１時30分から

　　場　所：吉富フォーユー会館２階　視聴覚室

　　主　催：吉富町青少年育成町民会議

※入場無料、ただし、入場整理券（吉富フォーユー

　会館で配布）が必要です。

　町内に居住する青少年と家族の方が対象です。

　入場整理券配布、問合せ：

　　吉富町青少年育成町民会議　事務局

　　（吉富フォーユー会館内）　　22-1944

家庭のふれあい
映画鑑賞会

◆対 象 者　　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　（以前受講した方についても申込みできますが、 
　　　　　　　定員を超す場合は初めて受講する方を優先させ
　　　　　　　ていただきます。）

◆講　　座　　パソコン入門講座
　　　　　　　（ウィンドウズ基礎・ワード初級）

◆講座内容　　パソコン電源の切入から簡単なワープロ文書の
　　　　　　　作成まで

◆開催日時　　８月19日（木）・20日（金）
　　　　　　　午前９時30分～午前11時30分
　　　　　　　　（１日２時間の２日間）

◆場　　所　　吉富フォーユー会館 ３階 パソコン教室

◆定　　員　　20名（先着順とします。）

◆受 講 料　　無料（ただし、テキスト代として200円必要と　
　　　　　　なります。）

◆申し込み　　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みくださ
　　　　　　　い。都合で申し込みに来られない方は、電話受
　　　　　　　付をいたします。

◆申し込み受付期間
　　　　　　　８月５日（木）から８月17日（火）
　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆問い合わせ　吉富町教育委員会　　22‐1944

パソコンに触れてみよう!
生涯学習講座「パソコン教室」の
受講生を募集します。

第31回

吉富夏祭り
第31回

吉富夏祭り
第31回

吉富夏祭り
日　時：平成16年８月28日（土）18：00～（小雨決行）

場　所：三菱ウェルファーマ株式会社　吉富工場
　　　  南側グランド

子供会盆踊り・バンド演奏・
花火大会　他

豪華？福引、各種出店などなど…

「盛りだくさんの内容で
　　　　皆様のお越しをお待ちしております。」

三菱ウェルファーマ株式会社　三菱ウェルファーマユニオン
株式会社エーピーアイコーポレーション　不二興産株式会社

セアック吉富株式会社
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中
津
調
停
協
会

▼
日
時
　
平
成
16
年
９
月
15
日
（水）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

▼
場
所
　
イ
オ
ン
三
光
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　
グ
セ
ン
タ
ー
　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
２
階

　
　
０
９
７
９
・
２
６
・
８
４
０
０

▼
相
談
内
容
　
①
民
事
紛
争
…
交
通

　
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、
土
地
、

　
建
物
に
つ
い
て
の
争
い
。
貸
金
、

　
手
形
金
等
金
銭
上
の
争
い
。
②
家

　
事
紛
争
…
夫
婦
等
男
女
問
題
、
親

　
子
間
の
調
整
、
扶
養
、
遺
言
、
相

　
続
に
関
す
る
争
い
。
そ
の
他
家
族

　
間
に
つ
い
て
の
も
め
ご
と
。

　
前
記
①
、
②
に
つ
い
て
調
停
手
続

　
き
に
関
す
る
事
項
。

▼
相
談
担
当
者

　
民
事
、
家
事
調
停
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
中
津
調
停
協
会

　
　
０
９
７
９
・
２
２
・
２
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県
警
察
本
部

▼
採
用
予
定
人
員

　
警
察
官
Ｂ
・
男
性
…
約
１
３
３
人

　
警
察
官
Ｂ
・
女
性
…
約
17
人

▼
受
験
資
格
　
昭
和
49
年
４
月
２
日

　
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
者
　
※
大
学
（
短
期
大

　
学
を
除
く
）
の
卒
業
者
ま
た
は
平

　
成
17
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
の
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　
８
月
23
日
（月）
～
９
月
13
日
（月）

▼
第
１
次
試
験
　
10
月
10
日
（日）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
セ

　
ン
タ
ー

　
　
０
９
２
・
６
２
２
・
０
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

　
　
０
９
２
・
６
４
１
・
４
１
４
１

　
　
内
線
２
６
７
３
、
２
６
７
４

無
料
調
停
相
談
会

福
岡
県
警
察
官

採

用

試

験

県境だより県境だより お 知
ら せ

県境だより県境だより
　"すがりコンサート"のお知らせ
＝築上東Music・Lovers'＝

 
●日　時　平成16年８月21日（土）19：30開演

●場　所　旧東上小学校グラウンド及び講堂

●コンサート内容　
　　第１部…築上東Ｍusic・Ｌovers'演奏
　　　（若い力、ジュピター、明日があるさ　他）
　　第２部…ピアノ伴奏による会場全員での合唱
　　　（旧東上小学校校歌、ふるさと、
　　　　　　　　　　　手のひらを太陽に　他）
　　第３部…旧東上小学校児童との合奏
　　　（世界に一つだけの花）

●主　催　築上東Ｍusic・Ｌovers'

●後　援　大平村教育委員会・新吉富村教育委員会

福岡県快適な住まいづくり推進助成制度のお知らせ
　福岡県では、県産材を活用し、環境にやさしく耐久性にも優れた優良な木造住宅の

普及促進を図るため、木造住宅を新築又は購入する方に対して、助成金を交付します。

対　象　者：今後、福岡県内で一定の建設基準に適合する住宅を新築・購入する方。

助成の内容：最高限度額　「標準型　16万円」、「長寿命型　32万円」

手　続　き：住宅着工前に添付図書を添えて、福岡県住宅課に認定申請書を提出して   

　　　　　 ください。

※詳しくは、福岡県住宅課のホームページ又は下記に

　お問い合わせください。

※助成金交付対象者の認定は先着順とします。

　　福岡県建築郡市部住宅課　民間住宅係　092-643-3731

　　住宅課ホームページ　http://www.jyutaku.pref.fukuoka.jp
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県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

▼
募
集
住
宅
　
県
内
に
所
在
す
る
県

　
営
住
宅
（
募
集
対
象
団
地
・
募
集

　
戸
数
等
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
案

　
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
募
集
案
内
書
配
布
期
間
及
び
申
込

　
受
付
期
間
　
平
成
16
年
９
月
１
日

　
（水）
～
９
月
９
日
（木）
（
手
数
料
不
要
）

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所
　
県
住
宅

　
供
給
公
社
、
公
社
管
理
事
務
所
（
北

　
九
州
・
筑
後
・
筑
豊
）
、
公
社
管

　
理
事
務
所
出
張
所
（
行
橋
・
大
牟

　
田
・
直
方
・
田
川
）
、
県
住
宅
管

　
理
課
、
県
内
の
各
市
（
区
）
役
所

　
及
び
町
村
役
場
、
各
地
区
県
民
情

　
報
コ
ー
ナ
ー
（
北
九
州
・
筑
後
・

　
筑
豊
・
京
築
）
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
住
宅
供
給
公

　
社
県
営
住
宅
管
理
部

　
　
０
９
２
・
７
１
３
・
１
６
８
３

平
成
16
年
度
第
３
回
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

平成16年度
福岡県職員採用中級・初級試験
●受付期間　８月16日（月）～８月27日（金）
　※インターネットで直接試験の申込みができ

　　ます。

　　福岡県のホームページから「福岡県職員採用

　　試験」にアクセスしてください。

　[インターネットでの受付期間８月16日（月）～８月22日（日）]

●第１次試験日　９月26日（日）

●試験地　中級：福岡市

　　　　　初級：福岡市・久留米市・飯塚市

　　　　　　　 北九州市

●採用職種（　）は採用予定人数

　中級　行政事務（３人）、学校事務（２人）、

　　　　警察事務（21人）、栄養士（11人）

　初級　一般事務（10人）、学校事務（２人）、

　　　　警察事務（８人）、土木（１人）

●受験資格

種類

中級

初級

要　　　件

昭和54年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた者

「栄養士」については、栄養士の免許を有する者又は平成17
年5月までに免許を取得する見込みの者

昭和56年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた者
（ただし、大学における在学期間が2年を超える者を除く）

福岡県人事委員会事務局任用課

〒812-8577　福岡市博多区東公園7-7（県庁内）
　問い合わせ　TEL092-643-3956
　福岡県のホームページ　http://www.pref.fukuoka.jp/

申込書を郵便で請求する場合は、140円切手を貼った「あて先」
明記の返信用封筒（角形2号を）同封してください。

福岡県内にある県総合庁舎、福岡市天神のアクロス福岡（2階
文化観光情報ひろば）、福岡県東京事務所、大阪事務所などで
も入手できます。

試験案内・
申込書の
請求先

資格・免許

年　　齢

年　　齢

※詳しくは試験案内でご確認ください。

警察では、「行方不明者を捜す相談所」を開設します。

次のような事で困っている方は、気軽にご相談下さい。

[相談の内容]

　○　家出して長期にわたり、安否が判らない。

　○　遺書がある事や、日常の言動から自殺している

　　　かも知れない。

　○　病弱、老齢、年少等のため、何らかの事故に遭っ

　　　ているかも知れない。

　○　犯罪の被害者になっているおそれがある。

[相談所開設の期間・場所]

　○　平成16年９月２日（木）から９月８日（水）まで

　　　の７日間

　　　　　午前９時から午後４時までの間

　　　　　　　　　　　　　　　（土、日曜日を含む）

　○　福岡市博多区東公園7-7

　　　　　福岡県警察本部　別館201号会議室

　　　　　　　　　　　　　　　（警察本部庁舎東隣）

　○　最寄りの交通機関

　　　　ＪＲ「吉塚駅」から徒歩５分

　　　　福岡市営地下鉄「馬出九大病院前駅」から

　　　　徒歩2分

[問合わせ先]

　福岡県警察本部　鑑識課

　　　（092）-641-4141　内線4668

行方不明者を捜す相談所

《日　時》
　平成16年8月30日（月）
　　　10：00～12：00／13：00～15：30
　※12：00～13：00は、昼休みのため受付　　
できませんのでご了承ください。

《場　所》　吉富フォーユー会館

《問合せ先》
　吉富町役場健康福祉課　　24－1123

　　　　　　　※成分献血はいたしません
　　　　　　　　ので、ご了承ください。

愛の
献血にご協力を！愛の
献血にご協力を！愛の
献血にご協力を！
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池
田
　
稔
　

佐
井
川
の
流
る
る
と
な
く
澄
む
水
の

堰
堤
越
ゆ
る
水
音
清
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

雨
音
の
強
く
な
れ
る
を
湯
の
中
に
聞

き
つ
つ
レ
モ
ン
の
浴
剤
を
足
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

安
曇
野
の
早
苗
田
つ
づ
く
路
の
辺
に

幼
ふ
た
り
の
道
祖
神
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
口
　
久
子

火
葬
場
の
七
号
の
炉
は
扉
を
閉
じ
ぬ

四
十
四
歳
の
人
生
あ
っ
け
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
原
　
友
子

何
も
か
も
忘
れ
ゐ
る
老
い
を
わ
ら
べ

名
に
呼
べ
ば
一
瞬
笑
顔
を
見
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

年
古
り
て
脳
の
平
に
な
る
な
ら
む
覚

え
の
遅
く
忘
れ
の
早
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

「
半
夏
生
」
の
大
和
こ
と
ば
を
寂
し

め
り
蜻
蛉
群
れ
と
び
梅
雨
明
け
や
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
房
　
昭
子

テ
レ
ビ
消
し
そ
っ
と
眼
鏡
を
は
づ
し

や
れ
ば
う
た
た
寝
の
夫
鼾
か
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

父
の
日
に
嫁
の
手
料
理
レ
タ
ス
巻
き

刺
身
と
汁
を
そ
へ
て
持
ち
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

ふ
い
に
し
て
時
を
知
ら
す
る
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
思
は
ず
ふ
り
む
く
一
人
居
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

母
の
日
に
黒
の
日
傘
を
帰
省
せ
る
姪

よ
り
貰
へ
り
子
の
な
き
我
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

西
瓜
畑
カ
ラ
ス
と
私
の
知
恵
く
ら
べ

網
を
張
っ
た
り
お
ど
し
立
て
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
田
　
照
代

ぽ
か
ぽ
か
と
ざ
ぼ
ん
の
浮
か
ぶ
露
天

風
呂
肩
ま
で
浸
か
れ
ば
硫
黄
の
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
山
　
俊
平

百
歳
の
長
き
人
生
ふ
み
て
来
て
短
歌

に
生
く
る
吾
の
一
代
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
坐
　
新
子

今
朝
七
日
青
き
朝
顔
咲
き
初
め
ぬ
ラ

ジ
オ
体
操
力
の
入
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

妻
の
忌
に
娘
が
送
り
来
し
洋
菓
子
を

吾
も
相
伴
と
仏
前
で
食
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

夫
逝
き
て
心
虚
ろ
の
三
月
な
り
床
の

遺
影
は
ほ
ほ
笑
み
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

山
頂
に
風
雨
に
め
げ
ず
立
つ
仁
王
無

住
の
寺
を
今
も
守
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

真
夏
日
の
庭
の
あ
ぢ
さ
ゐ
う
な
だ
れ

ゐ
し
が
台
風
の
雨
に
蘇
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
カ
ツ
ヨ

堀
り
起
こ
す
鍬
に
か
か
り
し
成
虫
よ

こ
の
夏
出
番
を
待
ち
ゐ
る
蝉
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

胸
内
に
号
令
か
け
つ
つ
運
動
す
け
や

木
並
木
路
朝
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

裸
電
球
ひ
と
つ
の
村
の
会
場
に
短
歌

を
学
び
ぬ
夜
の
更
く
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

骨
盤
の
大
き
な
女
性
を
治
療
し
て
我

も
負
け
じ
と
大
股
に
歩
く

父
の
日
や
ド
リ
ー
ム
購
う
て
老
い
一

卜
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

前
向
に
生
き
る
幸
せ
沙
羅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

特
急
の
止
ま
ら
ぬ
駅
の
花
カ
ン
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

独
り
に
は
一
人
の
暮
ら
し
葭
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

ワ
ー
プ
ロ
の
タ
ッ
チ
軽
や
か
星
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

咲
き
つ
ぎ
て
一
樹
を
覆
い
凌
霄
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
て
る
代

朝
市
の
魚
の
目
涼
し
人
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

緑
蔭
に
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
き
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

目
裏
の
母
の
笑
顔
や
大
西
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

マ
ニ
キ
ュ
ア
は
梅
の
漬
汁
梅
を
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

車
椅
子
子
が
押
し
投
票
胸
打
た
る

老
い
二
人
音
だ
け
聞
い
て
夏
花
火

松
芽
摘
み
今
年
も
出
来
る
幸
せ
を

水
く
れ
と
今
日
も
盆
栽
物
申
す

そ
の
う
ち
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
墓

掃
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

着
物
着
た
酒
を
注
ぐ
娘
の
手
が
ぬ
く
い

「
ま
あ
着
て
み
い
似
合
う
よ
う
な
ら

や
る
」
と
い
う

シ
ョ
ッ
ク
だ
と
言
う
が
よ
く
飲
む
通

夜
の
客

制
服
は
い
や
　
は
や
り
を
着
た
が
る

若
い
人

人
が
来
て
慌
て
て
シ
ャ
ツ
を
着
る
猛
暑

み
な 

お
と 

さ
や

し
ゃ  

ら

の
う
せ
ん  

か

ひ
と  

よ

こ

み
つ
き

う
　
た

と
ん
ぼ

い
び
き

あ

ま
な
う
ら

こ

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　
赤
尾
　
康
彦

　
　
　
　
　
唯
ち
ゃ
ん
（
小
犬
丸
下
）

　
畑
田
　
将
志

　
　
　
　
堅
伸
ち
ゃ
ん
（
鈴
　
熊
）

　
永
尾
　
博
文

　
　
　
　
天
人
ち
ゃ
ん
（
今
　
吉
）

　
倉
本
　
泰
光

　
　
　
　
海
凪
ち
ゃ
ん
（
直
　
江
）

　
杉
田
　
雅
俊

　
　
　
　
彩
夏
ち
ゃ
ん
（
喜
連
島
下
）

　
梅
津
　
秀
之

　
　
　
　
凪
沙
ち
ゃ
ん
（
幸
子
古
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　
研
　
眞
　
子
様
　
55
歳
（
幸
子
古
）

　
磯
田
　
ナ
ツ
様
　
95
歳
（
小
犬
丸
上
）

　
城
戸
　
　
茂
様
　
94
歳
（
直
　
江
）

　
乙
女
　
冨
雄
様
　
80
歳
（
喜
連
島
上
）

　
今
井
　
征
人
様
　
60
歳
（
喜
連
島
下
）

　
畑
田
　
主
税
様
　
68
歳
（
今
　
吉
）

　
森
　
　
義
章
様
　
50
歳
（
喜
連
島
下
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
磯
田
　
義
介
様
　
（
小
犬
丸
上
）

　
城
戸
　
　
巖
様
　
（
直
　
　
江
）

　
乙
女
　
　
信
様
　
（
喜
連
島
上
）

　
今
井
　
郁
美
様
　
（
小
犬
丸
下
）

　
畑
田
　
惠
美
様
　
（
今
　
　
吉
）

【
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
】

　
磯
田
　
義
介
様
　
（
小
犬
丸
上
）

　
乙
女
　
　
信
様
　
（
喜
連
島
上
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
谷
上
　
正
己
様
　
（
和
井
田
）

　
　
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
　
１
台

　
　
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
　
　
　
１
枚

　
　
車
椅
子
用
ス
ロ
ー
プ
　
１
式

　
　
　
（
７
月
14
日
受
付
分
ま
で
）

ゆ
い

け
ん
し
ん

た
か  

と

か
　
な

あ
や  

な

な
ぎ  

さ

吉富フォーユー会館の研修室で５月１日、

ふるさとキッズ「小笠原流礼法教室」が行

われました。講師として小笠原流礼法総

師範の鈴木万亀子先生が、東京から吉富

町まで来てくれました。鈴木先生は、小笠

原礼法の基礎として、あいさつの仕方や

姿勢、声の出し方などの話しをした後に、

小笠原流の端午の節句にちなんだご祝儀

袋の作り方を指導してくれました。

　キッズをはじめ大人の参加者も楽しく

小笠原流礼法のことを学びました。

慶
　
　
　
弔

寄
贈
お

礼

香
典
返
し
お
礼

小笠原流礼法教室

▲鈴木先生と記念撮影

フォーユー会館催し物ご案内

8/8 築上中部高校
青豊高等学校吹奏学部
定期演奏会

■入場料　無料
■時　間
　開場／13：00
　開演／13：30
■問合せ先
　青豊高等学校　新澤
　　0979-82-2105

■入場料　3,000円
　　　　　　（テープ付）

■時　間
　開場／17：30
　開演／18：00
■問合せ先
　野口正博
　　0979-82-5529

■入場料　無料
■時　間
　開場／9：00
　開演／9：30
■問合せ先
　古野　博
　　0979-52-3303

夏の演歌まつり

中津カラオケ寿会の
発表会

日 付 催 し 物 時間・問合せ先

日

8/27

金

8/29

日




